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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　上記シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中
の上記次回以降のタイトルの番組データと、上記メモリに記憶されている上記先頭の画像
データとを比較し、上記番組データと上記先頭の画像データとの一致を検出することによ
って、上記連続区間の先頭を決定し、
　上記先頭から上記継続時間が経過するまでの区間、または上記先頭から上記終端の画像
データと一致する番組データが発生するまでの区間を上記連続区間として決定し、
　決定された上記連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成する編集方法。
【請求項２】
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生する記録再生
手段と、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とが記憶されるメモリと、
　上記シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中
の上記次回以降のタイトルの番組データと、上記メモリに記憶されている上記先頭の画像
データとを比較し、上記番組データと上記先頭の画像データとの一致を検出することによ
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って、上記連続区間の先頭を決定し、
　上記先頭から上記継続時間が経過するまでの区間、または上記先頭から上記終端の画像
データと一致する番組データが発生するまでの区間を上記連続区間として決定する連続区
間決定手段とを備え、
　決定された上記連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成する編集装置。
【請求項３】
　タイトルの編集方法をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　上記編集方法は、
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　上記シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中
の上記次回以降のタイトルの番組データと、上記メモリに記憶されている上記先頭の画像
データとを比較し、上記番組データと上記先頭の画像データとの一致を検出することによ
って、上記連続区間の先頭を決定し、
　上記先頭から上記継続時間が経過するまでの区間、または上記先頭から上記終端の画像
データと一致する番組データが発生するまでの区間を上記連続区間として決定し、
　決定された上記連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成するものであるプログ
ラム。
【請求項４】
　タイトルの編集方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを記録した記録媒体
であって、
　上記編集方法は、
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　上記シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中
の上記次回以降のタイトルの番組データと、上記メモリに記憶されている上記先頭の画像
データとを比較し、上記番組データと上記先頭の画像データとの一致を検出することによ
って、上記連続区間の先頭を決定し、
　上記先頭から上記継続時間が経過するまでの区間、または上記先頭から上記終端の画像
データと一致する番組データが発生するまでの区間を上記連続区間として決定し、
　決定された上記連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成するものであるコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、編集方法、記録再生装置、プログラムおよび記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像および音声のデータが含まれるテレビジョン放送などの番組を記録／再生する記録
再生装置として、テープ状記録媒体、所謂ビデオテープに番組を記録するＶＴＲ（Vide T
ape Recorder）が広く普及している。近年では、磁気ディスクや光ディスクなどのディス
ク状記録媒体に記録するハードディスクレコーダ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）レ
コーダ、ＢＤ（Blu-ray Disc）レコーダなどの記録再生装置が開発され、普及しつつある
。
【０００３】
　これら記録再生装置には、ユーザの利便性を向上するための機能が備えられている。例
えば、ネットワーク接続機能、電子番組表を利用した記録予約機能など、非常に利便性の
高い機能を搭載した記録再生装置が実用化されている。
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【０００４】
　ユーザの利便性を向上する機能は、重要であり、常に新たな機能の開発が行われている
。例えば、番組中の記録／再生したい箇所だけを抽出することができるような編集機能を
実現すれば、ユーザは、見たいときに直ちに所望の場面を視聴することができる。
【０００５】
　下記の特許文献１には、記録された連続番組が持つ性質を利用した再生表示方法を実現
してユーザの利便性を向上させた映像音声データ記録管理方法が記載されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２６６５４８号公報
【０００７】
　特許文献１に記載の映像音声記録管理方法によれば、再生順序規則に基づいて、例えば
、連続番組の複数の回から本編や予告編だけを選択して表示したり、オープニングやエン
ディングロール、または予告編やコマーシャル部分を取り除いて再生表示したりすること
ができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の記録再生装置には、以下の問題点があった。通常の予約記録では
、予約対象の番組が欠落なく全て記録されるように、記録対象の番組の前後に余裕を持た
せて記録することが多い。例えば、通常の記録再生装置は、電子番組表を利用した記録予
約であっても、記録対象の番組が欠落なく全て記録されるように、記録対象の番組の前後
に余裕を持たせて記録されるように設定されている。依って、この前後の余裕部分には、
不要な映像および音声が記録されているという問題点があった。
【０００９】
　また、特許文献１に記載されているような、記録された連続番組が持つ性質を利用した
再生表示方法であっても、性質が一致するか否かの検出の際に誤検出した場合、実際の映
像および音声データを編集しているために、映像および音声データを元の状態に戻すこと
ができず、所望のシーンが記録されていないといったことが起こるおそれがあった。
【００１０】
　したがって、この発明の目的は、番組の必要な部分と不要な部分とを安全に編集し、所
望する場面だけを抽出することができる編集方法、記録再生装置、プログラムおよび記録
媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した目的を達成するために、請求項１に係る発明は、シリーズ番組の１回分のタイ
トルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中の次
回以降のタイトルの番組データと、メモリに記憶されている先頭の画像データとを比較し
、番組データと先頭の画像データとの一致を検出することによって、連続区間の先頭を決
定し、
　先頭から継続時間が経過するまでの区間、または先頭から終端の画像データと一致する
番組データが発生するまでの区間を連続区間として決定し、
　決定された連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成する編集方法である。
【００１２】
　請求項２に係る発明は、シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイ
トルを再生する記録再生手段と、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とが記憶されるメモリと、
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　シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中の次
回以降のタイトルの番組データと、メモリに記憶されている先頭の画像データとを比較し
、番組データと先頭の画像データとの一致を検出することによって、連続区間の先頭を決
定し、
　先頭から継続時間が経過するまでの区間、または先頭から終端の画像データと一致する
番組データが発生するまでの区間を連続区間として決定する連続区間決定手段とを備え、
　決定された連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成する編集装置である。
【００１３】
　請求項３に係る発明は、タイトルの編集方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムであって、
　編集方法は、
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中の次
回以降のタイトルの番組データと、メモリに記憶されている先頭の画像データとを比較し
、番組データと先頭の画像データとの一致を検出することによって、連続区間の先頭を決
定し、
　先頭から継続時間が経過するまでの区間、または先頭から終端の画像データと一致する
番組データが発生するまでの区間を連続区間として決定し、
　決定された連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成するものであるプログラム
である。
【００１４】
　請求項４に係る発明は、タイトルの編集方法をコンピュータに実行させるためのプログ
ラムを記録した記録媒体であって、
　編集方法は、
　シリーズ番組の１回分のタイトルを記録し、記録された該タイトルを再生し、
　再生されたタイトルに関して、削除する連続的区間の先頭の画像データと、該連続区間
の終端の画像データまたは該連続区間の継続時間とをメモリに記憶し、
　シリーズ番組の次回以降のタイトルを記録または再生する時に、記録または再生中の次
回以降のタイトルの番組データと、メモリに記憶されている先頭の画像データとを比較し
、番組データと先頭の画像データとの一致を検出することによって、連続区間の先頭を決
定し、
　先頭から継続時間が経過するまでの区間、または先頭から終端の画像データと一致する
番組データが発生するまでの区間を連続区間として決定し、
　決定された連続区間が削除されたバーチャルタイトルを作成するものであるコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体である。
【００１５】
　この発明では、番組の特徴点データを取得し、取得した特徴点データと記録または再生
中の番組データとを比較し、比較により特徴点データと記録または再生中の番組データと
が一致するポイントを編集ポイントとすることによって、バーチャルタイトルを作成する
ことで、実データを破壊することなく編集を行うことができる。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、特徴点データと記録または再生中の番組データとの一致判定の際に
誤判断が生じた場合であっても、リアルタイトル（実データ）が残っているため、番組が
見られなくなることを防止できる。また、特徴点になる固定パターンを持つような番組を
記録または再生した場合、番組の本編とは関係のない部分など、ユーザにとって不要な映
像および音声が削除されたバーチャルタイトルが作成されるため、バーチャルタイトルを
再生すれば、無駄な映像を見なくて済むようになる。さらに、シリーズ番組の編集が最初
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の１回で済むようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して説明する。図１は、この発明の一
実施形態による記録再生装置の構成の一例を示す。まず、図１に示す記録再生装置を構成
する各要素について説明する。
【００１８】
　デジタルインタフェース（Ｉ／Ｆ）１は、映像および音声などのデジタルデータを入出
力するのに適した、ＩＥＥＥ１３９４、ＰＣＩ（Peripheral Component Interconnect）
、ＩＤＥ（Integrated Device Electronics）、ＳＣＳＩ（Small Computer System Inter
face）、ＰＣＭＣＩＡ（Personal Computer Memory Card International Association）
バス、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）などのインタフェースである。
【００１９】
　デジタルチューナ部２は、衛星デジタル放送、地上デジタル放送などのデジタル放送波
を、図示しない受信アンテナによって受信し、受信した信号に、増幅、デジタル復調、誤
り訂正等の処理を施し、ストリームを復調する。このストリームは、映像および音声情報
を含むものであり、例えばＭＰＥＧ－２（Moving Picture Experts Group －２） System
s（ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１）に定義されるトランスポートストリームである。以
下、映像および音声情報を含むストリームを、単にストリームと称する。
【００２０】
　デジタルインタフェース１を介して入力されたストリーム、またはデジタルチューナ部
２で復調されたストリームは、ＭＵＸ／ＤＭＸ３に入力される。
【００２１】
　ＭＵＸ／ＤＭＸ３は、マルチプレクサとデマルチプレクサである。マルチプレクサは、
圧縮符号化された映像信号と圧縮符号化された音声信号とシステムデータとを多重化して
、ストリームを生成する。デマルチプレクサは、ストリームから、圧縮符号化された映像
信号と圧縮符号化された音声信号とシステムデータとを分離する。
【００２２】
　マルチプレクサで生成されたストリームは、デジタルインタフェース１またはストリー
ム制御装置５を介してストレージデバイス４に入力される。デマルチプレクサで分離され
た映像信号および音声信号は、それぞれ、デジタルビデオデコーダ１４およびデジタルオ
ーディオデコーダ１５に入力される。
【００２３】
　ストレージデバイス４は、ストリームを記録媒体に記録および再生するのに適したハー
ドディスクドライブ、ＤＶＤドライブ、ＢＤドライブなどの装置である。ストリーム制御
装置５は、ＩＤＥなどのインタフェースを備えており、ストレージデバイス４を制御する
。ストリーム制御装置５は、記録時には、ストレージデバイス４に対して、入力されるス
トリームを書き込むよう制御し、再生時には、ストレージデバイス４に対して、記録され
ているストリームを読み出すよう制御する。
【００２４】
　地上波チューナ部６は、地上アナログテレビジョン放送などのアナログ放送波を、図示
しない受信アンテナによって受信し、受信した信号に増幅処理等を施し、ＮＴＳＣ（Nati
onal Television System Committee）方式などのアナログテレビジョン信号を取得し、取
得したアナログテレビジョン信号から音声信号を分離し、アナログ映像信号とアナログ音
声信号を取得する。なお、アナログテレビジョン信号は、ＰＡＬ（Phase Alternation by
 Line）、ＳＥＣＡＭ（Sequential Couleur a Memoire）など、ＮＴＳＣ方式以外の場合
もある。
【００２５】
　地上波チューナ部２で取得された映像信号および音声信号は、それぞれ、入力切替回路
７を介してアナログビデオデコーダ８および音声Ａ／Ｄ変換器９に入力される。入力切替
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回路７は、地上波チューナ６の出力と、図示しない外部アナログ入力端子等を介した外部
入力とを切り替える。
【００２６】
　アナログビデオデコーダ８は、入力切替回路７から入力される複合カラー映像信号を復
号して、アナログ映像信号を分離し、分離した映像信号をデジタル化し、デジタル映像信
号を生成する。音声Ａ／Ｄ変換器９は、入力切替回路７から入力されるアナログ音声信号
をデジタル化し、デジタル音声信号を生成する。アナログビデオデコーダ８で生成された
デジタル映像信号は、映像比較器１０に入力される。
【００２７】
　映像比較器１０は、アナログビデオデコーダ８またはデジタルビデオデコーダ１４から
入力されるデジタル映像信号と、ＲＡＭ２０またはＲＯＭ２１から入力される映像特徴点
データとの一致比較などにより、編集ポイントを検出する。音声比較器１１は、音声Ａ／
Ｄ変換器９またはデジタルオーディオデコーダ１５から入力されるデジタル音声信号と、
ＲＡＭ２０またはＲＯＭ２１から入力される音声特徴点データとの一致比較などにより、
編集ポイントを検出する。映像比較器１０および音声比較器１１で検出された編集ポイン
トの情報は、バス１８を介してＲＡＭ２０に記憶される。
【００２８】
　映像比較器１０で処理されたデジタル映像信号は、デジタルビデオエンコーダ１２また
はアナログビデオエンコーダ１６に入力される。なお、記録動作時には、入力元のデジタ
ル映像信号がそのままデジタルビデオエンコーダ１２へ入力される。再生動作時には、編
集して再生しない場合、入力元のデジタル映像信号がそのままアナログビデオエンコーダ
１６またはデジタルビデオエンコーダ１２へ入力され、編集して再生する場合、編集後の
デジタル映像信号がアナログビデオエンコーダ１６またはデジタルビデオエンコーダ１２
へ入力される。
【００２９】
　音声比較器１１で処理されたデジタル音声信号は、デジタルオーディオエンコーダ１３
または音声Ｄ／Ａ変換器１７に入力される。なお、記録動作時には、入力元のデジタル音
声信号がそのままデジタルオーディオエンコーダ１３へ入力される。再生動作時には、編
集して再生しない場合、入力元のデジタル音声信号がそのまま音声Ｄ／Ａ変換器１７また
はデジタルオーディオエンコーダ１６へ入力され、編集して再生する場合、編集後のデジ
タル音声信号が音声Ｄ／Ａ変換器１７またはデジタルオーディオエンコーダ１３へ入力さ
れる。
【００３０】
　デジタルビデオエンコーダ１２は、映像比較器１０から入力されるデジタル映像信号に
、ＭＰＥＧ－２などによる圧縮符号化処理を施す。デジタルオーディオエンコーダ１３は
、音声比較器１１から入力されるデジタル音声信号に、ＭＰＥＧ－２ ＡＡＣ（Advanced 
Audio Coding）などによる圧縮符号化処理を施す。デジタルビデオエンコーダ１２および
デジタルオーディオエンコーダ１３でそれぞれ圧縮符号化された映像信号および音声信号
は、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに入力される。
【００３１】
　デジタルビデオデコーダ１４は、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサから入力される
ＭＰＥＧ－２などにより圧縮符号化されている映像信号を復号する。デジタルオーディオ
デコーダ１５は、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサから入力されるＭＰＥＧ－２ Ａ
ＡＣなどにより圧縮符号化されている音声信号を復号する。このとき、デジタルビデオデ
コーダ１４およびデジタルオーディオデコーダ１５は、バス１８を介して処理中のストリ
ームの時間情報をＣＰＵ１９へ供給する。デジタルビデオデコーダ１４およびデジタルオ
ーディオデコーダ１５で復号されたデジタル映像信号およびデジタル音声信号は、それぞ
れ、映像比較器１０および音声比較器１１に入力される。
【００３２】
　アナログビデオエンコーダ１６は、映像比較器１０から入力されるデジタル映像信号を
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アナログ映像信号に変換する。音声Ｄ／Ａ変換器１７は、音声比較器１１から入力される
デジタル音声信号をアナログ化し、アナログ音声信号を生成する。アナログビデオエンコ
ーダ１６で変換されたアナログ映像信号は、図示しない映像出力端子等を介して、記録再
生装置の外部に出力される。音声Ｄ／Ａ変換器１７で変換されたアナログ音声信号は、図
示しない音声出力端子等を介して、記録再生装置の外部に出力される。
【００３３】
　バス１８は、ＣＰＵ１９とＲＡＭ２０、ＲＯＭ２１などのメモリとを接続するメモリバ
スである。バス１８には、さらに、映像比較器１０、音声比較器１１、デジタルビデオデ
コーダ１４およびデジタルオーディオデコーダ１５などが接続されている。
【００３４】
　ＣＰＵ１９は、ＲＡＭ２０やＲＯＭ２１などのメモリに対するデータの入出力を制御す
ると共に、記録再生装置を構成する各要素を制御する。例えば、ＣＰＵ１９は、ＰＴＳ（
Presentation Time Stamp）などの時間情報を管理しており、各要素での処理のタイミン
グ制御を行う。また、ＣＰＵ１９は、ＲＡＭ２０やＲＯＭ２１などのメモリに記憶されて
いるプログラムを実行する。
【００３５】
　ＲＡＭ２０は、一時的なデータを記憶する書き込み可能な半導体素子であり、例えばＳ
ＤＲＡＭ（Synchronous Dynamic Random Access Memory）である。ＲＯＭ２１は、この記
録再生装置で使用される書き換え不要な各種プログラムやデータを記憶している読み込み
専用の半導体素子である。
【００３６】
　この記録再生装置は、ＲＯＭ２１に記憶されているプログラムによって、ユーザが番組
の再生時に、再生内容を確認しながら、記録再生装置に付属のリモートコマンダ等のユー
ザインタフェースを用いて編集することができ、さらに、その編集により得られた編集ポ
イント（ＩＮ点ＯＵＴ点）に設定する場面の番組データを、特徴点データとして取得し、
ＲＡＭ２０に記憶することができる。
【００３７】
　特徴点データには、映像特徴点データと音声特徴点データを用いている。映像特徴点デ
ータは、映像比較器１０に入力されるデジタル映像信号と映像特徴点データとを比較して
、一致、不一致を識別することができる番組の映像データである。映像特徴点データは、
例えばフレーム単位のデジタル画像データで構成されている。映像特徴点データは、１フ
レーム内の部分的な画像データであっても良い。また、映像特徴点データは、複数のフレ
ームの画像データであっても良い。さらには、映像特徴点データは、特定のテロップや字
幕などの画像データであっても良い。映像特徴点データは、映像データと識別情報、位置
を示す時間情報などの付加情報とからなり、番組および番組中の位置を識別可能に管理さ
れている。
【００３８】
　音声特徴点データは、音声比較器１１に入力されるデジタル音声信号と音声特徴点デー
タを比較して、一致、不一致を識別することができる番組の音声データである。音声特徴
点データは、例えば音声を識別することが可能な所定時間分のデジタル音声データである
。音声特徴点データは、音声データと識別情報、位置情報などの付加情報とからなり、番
組および番組中の位置を識別可能に管理されている。
【００３９】
　図１に示す構成では、映像特徴点データと音声特徴点データの２つを用いているが、映
像特徴点データのみを用いても良い。後述する詳細な説明では、主に映像特徴点データで
の比較について説明する。
【００４０】
　特徴点データの取得方法は、特に限定されるものではなく、固定パターンを持つ番組な
どでは、記録再生装置の外部から取得して、予めＲＡＭ２０に記憶しておくこともできる
。固定パターンとは、同じ番組の開始時や終了時、コマーシャルの直前などに、規則的に
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放送される映像／音声のパターンのことである。書き換えが必要なければ、特徴点データ
は、ＲＯＭ２１に予め記憶してあっても良い。
【００４１】
　特徴点データは、例えば、図示しないネットワークインタフェースを介してネットワー
ク上のサーバに接続し、接続したサーバからダウンロードして取得したり、デジタルイン
タフェース１に接続されたメモリカード等の着脱自在な記録媒体から取得したりしても良
い。さらには、特徴点データを電子番組表データなどと共に放送波中に含ませることとし
、記録再生装置が受信した放送波から、特徴点データを抽出する仕組みとすることも可能
である。
【００４２】
　ここで、この記録再生装置による記録および再生時の動作について説明する。デジタル
チューナ２またはデジタルインタフェース１に入力されるストリームを記録する場合、デ
ジタルチューナ２で復調されたストリーム、またはデジタルインタフェース１を介して入
力されたストリームがＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサに供給され分離される。
【００４３】
　ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサで分離された映像信号は、デジタルビデオデコー
ダ１４、映像比較器１０、デジタルビデオエンコーダ１２を介してＭＵＸ／ＤＭＸ３のマ
ルチプレクサに供給される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサで分離された音声信号
は、デジタルオーディオデコーダ１５、音声比較器１１、デジタルオーディオエンコーダ
１３を介してＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに供給される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマル
チプレクサは、多重化によりストリームを生成する。生成されたストリームは、ストリー
ム制御装置５を介してストレージデバイス４に記録される。
【００４４】
　なお、映像比較器１０および音声比較器１１での比較処理を行わない場合には、デジタ
ルチューナ２で復調されたストリームが、そのまま、ＭＵＸ／ＤＭＸ３、ストリーム制御
装置５を介してストレージデバイス４に記録される。
【００４５】
　地上波チューナ６または外部入力から入力切替回路７に入力されるアナログテレビジョ
ン信号を記録する場合、映像信号は、アナログビデオデコーダ８、映像比較器１０、デジ
タルビデオエンコーダ１２を介して、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに供給され、音
声信号は、音声Ａ／Ｄ変換器９、音声比較器１１、デジタルオーディオエンコーダ１３を
介して、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに供給される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプ
レクサは、多重化によりストリームを生成する。生成されたストリームは、ストリーム制
御装置５を介してストレージデバイス４に記録される。
【００４６】
　ストレージデバイス４に記録されているストリームを再生する場合、ストレージデバイ
ス４に記録されているストリームがストリーム制御装置５を介して、ＭＵＸ／ＤＭＸ３の
デマルチプレクサに供給され分離される。
【００４７】
　ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサで分離された映像信号は、デジタルビデオデコー
ダ１４、映像比較器１０、アナログビデオエンコーダ１６を介して記録再生装置の外部へ
出力される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサで分離された音声信号は、デジタルオ
ーディオデコーダ１５、音声比較器１１、音声Ａ／Ｄ変換器１７を介して記録再生装置の
外部へ出力される。
【００４８】
　なお、デジタルインタフェース１から再生信号を出力する場合には、ＭＵＸ／ＤＭＸ３
のデマルチプレクサで分離された映像信号は、デジタルビデオデコーダ１４、映像比較器
１０、デジタルビデオエンコーダ１２を介して、ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに供
給される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のデマルチプレクサで分離された音声信号は、デジタルオー
ディオデコーダ１５、音声比較器１１、デジタルオーディオエンコーダ１３を介してＭＵ
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Ｘ／ＤＭＸ３のマルチプレクサに供給される。ＭＵＸ／ＤＭＸ３のマルチプレクサは、多
重化によりストリームを生成する。生成されたストリームは、デジタルインタフェース１
を介して記録再生装置の外部へ出力される。
【００４９】
　映像比較器１０および音声比較器１１での比較処理を行わない場合には、ストレージデ
バイス４に記録されているストリームが、ストリーム制御装置５、ＭＵＸ／ＤＭＸ３、デ
ジタルインタフェース１を介して、そのまま出力される。
【００５０】
　この記録再生装置では、ＲＯＭ２１に記憶されているプログラムによって、映像比較器
１０および音声比較器１１で検出された編集ポイントの情報に基づき、記録または再生さ
れるタイトルの編集を自動的に行うことができる。タイトルとは、編集におけるストリー
ムを示す単位のことであり、例えば、Ａというストリームのタイトルと、Ｂというストリ
ームのタイトルを、編集により結合した場合には、Ｃという新たなタイトルが作成される
。なお、自動的に編集を行うためには、予め記録または再生中の番組に対応する特徴点デ
ータがＲＡＭ２０またはＲＯＭ２１に記憶されている必要がある。自動的に編集を行うか
否かは、ユーザが所望に設定可能とされている。以下、この記録再生装置によるタイトル
の編集について、詳細に説明する。
【００５１】
　この記録再生装置は、記録または再生中のリアルタイトルを直接編集しないで、映像比
較器１０および／または音声比較器１１で検出される編集ポイントから、バーチャルタイ
トルを作成する。リアルタイトルとは、本編のストリームと１対１の時間対応であるタイ
トルのことをいい、バーチャルタイトルとは、本編のストリームの位置を指す時間情報だ
けのタイトルのことをいう。記録再生装置は、この作成したバーチャルタイトルによる映
像信号および音声信号を、それぞれ映像比較器１０からアナログビデオエンコーダ１６お
よび音声比較器１１から音声Ｄ／Ａ変換器１７に供給し、編集後の映像信号および音声信
号を再生可能とされている。
【００５２】
　ここで、バーチャルタイトルの作成について説明する。ニュースやドラマなど殆どの番
組は、番組の初めと終わりの部分が固定パターンで構成されていることが多い。まず、こ
れら固定パターンの映像データがＲＡＭ２０に予め記憶されていることを前提として、番
組の開始位置以前の部分と終了位置以降の部分とが削除されるバーチャルタイトルの作成
について、図２を参照して説明する。
【００５３】
　図２Ａは、記録中または再生中のタイトル（リアルタイトル）を示し、図２Ｂは、編集
によって作成されたバーチャルタイトルを示す。参照符号３１および３２は、それぞれ、
番組の開始および終了位置における映像の固定パターンを示している。参照符号３３～３
６は、上述したＲＡＭ２０に記憶されている比較元となる映像特徴点データのパターンで
ある。なお、映像特徴点データ３３および３５は、番組先頭として予めＲＡＭ２０に記憶
されており、映像特徴点データ３４および３６は、番組終端として予めＲＡＭ２０に記憶
されているとする。
【００５４】
　映像比較器１０は、記録または再生中の映像信号と映像特徴点データとを比較する。す
なわち、アナログビデオデコーダ８またはデジタルビデオデコーダ１４から供給されるデ
ジタル映像信号と、ＲＡＭ２０から供給される映像特徴点データとを比較する。
【００５５】
　図２に示す例では、映像特徴点データが「ニュース番組」、「ドラマ」などの番組カテ
ゴリ毎に記憶されており、電子番組表データ等により記録または再生中のタイトルのカテ
ゴリが「ニュース番組」であると判断された場合、デジタル映像信号と映像特徴点データ
とが比較される。例えば、ピクセル単位で互いの画像データを比較したり、互いのテロッ
プの位置情報を比較したりすることでデジタル映像信号と映像特徴点データとが一致する
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か否かを判断することができる。
【００５６】
　映像比較器１０は、比較により、記録または再生中の映像信号と映像特徴点データとが
一致した場合、その一致した箇所を編集ポイントとして、映像特徴点データに付随する時
間情報などの付加情報を基に、バーチャルタイトルを編集する。図２に示す例では、映像
特徴点データ３３と映像特徴点データ３４が記録または再生中の映像信号と一致している
。
【００５７】
　時間情報などにより、編集ポイントが番組の先頭部分であった場合には、その編集ポイ
ントよりも前の部分のバーチャルタイトルを削除する。図２に示す例では、例えば、映像
特徴点データ３３の時間よりも前の部分を削除する。時間情報などにより、編集ポイント
が番組終端部分であった場合は、その編集ポイントよりも後ろの部分のバーチャルタイト
ルを削除する。図２に示す例では、例えば、映像特徴点データ３４の時間よりも前の部分
を削除する。これにより、前後の余分な部分が削除された、ニュース番組全編のみで構成
されるバーチャルタイトルが作成される。なお、削除部分は、番組の前後に限ったもので
はなく、コマーシャル部分など、番組の途中であっても良い。
【００５８】
　次に、シリーズ番組における最初の編集情報を利用して、次回以降のタイトルを自動的
に編集する場合について、図３を参照して説明する。参照符号４１～４５は、番組の画像
データのイメージを示している。参照符号４６～５０は、ＲＡＭ２０に記憶されている比
較元となる映像特徴点データである。
【００５９】
　図３Ａは、１回目に記録したシリーズ番組のタイトル（以下、シリーズタイトルと称す
る）を示す。なお、削除と記されている部分は、番組前後やコマーシャルなどの削除対象
とする部分である。ユーザは、図３Ａに示すタイトルを編集し、図３Ｂに示す、削除した
い部分が取り除かれたシリーズタイトルを作成する。このとき、切り出したタイトルの一
部（以下、アイテムと称する）の特徴点を決定し、その特徴点における特徴点データがＲ
ＡＭ２０に記憶される。
【００６０】
　アイテム＃１の特徴点として、アイテムの先頭の画像データ４１を登録している。アイ
テムの終端は、特徴点データを登録せず、アイテム時間αを登録している。アイテム＃３
の特徴点として、アイテムの先頭の画像データ４３および終端の画像データ４４を特徴点
データとして登録している。アイテム＃２は、アイテムの先頭の画像データ４２を特徴点
データとして登録しており、アイテムの終端は、アイテム時間βを登録している。アイテ
ム＃４は、アイテムの先頭の画像データ４５を特徴点データとして登録しており、アイテ
ムの終端は、アイテム時間γを登録している。
【００６１】
　このように、特徴点データだけでなく、特徴点データと時間情報とを組み合わせて、ア
イテムの先頭と終端とを決定することで、はっきりした特徴点がない場合であっても、編
集ポイントを特定できる。この例の場合、アイテム時間αがアイテム＃１の終端を決定し
ており、アイテム時間βがアイテム＃２の終端を決定しており、アイテム時間γがアイテ
ム＃４の終端を決定している。
【００６２】
　これら特徴点データである画像データ４１～４５、およびアイテム時間α，β，γは、
ＲＡＭ２０に記憶される。なお、画像データ４１～４５は、それぞれ、特徴点データ４６
～５０としてＲＡＭ２０上に登録される。
【００６３】
　図３Ｃは、シリーズ２回目以降の記録または再生中のリアルタイトルを示す。シリーズ
２回目以降のリアルタイトルの記録中は、記録中の映像データとＲＡＭ２０に記憶してい
る映像特徴点データとを、映像比較器１０で比較し、両者が一致した場合には、編集ポイ
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ントが検出されたとして、一致情報や時間情報などの検出情報を映像比較器１０からＲＡ
Ｍ２０に供給する。このＲＡＭ２０に記憶された検出情報、ＲＡＭ２０に記憶されていた
特徴点データの付加情報などに基づき、バーチャルタイトルが編集される。
【００６４】
　図３に示す例では、記録または再生中の映像データと、ＲＡＭ２０に記憶されているア
イテム＃１の先頭の画像データ（特徴点データ４６）とが一致した場合、一致したポイン
トをバーチャルタイトルの編集ポイントとする。特徴点データ４６に付属する情報として
、アイテム時間αがあるので、その編集ポイントからアイテム時間αの分だけ進めたポイ
ントをアイテム＃１の終端の編集ポイントとする。図３Ｃに示すバーチャルタイトルから
、これら２つの編集ポイント間を切り出したものを、アイテム＃１とする。
【００６５】
　同様にして、アイテム＃２～アイテム＃４を作成し、作成した４つのアイテム＃１～ア
イテム＃４を結合する。これにより、図３Ｄに示すバーチャルタイトルが作成される。こ
のように、この記録再生装置では、１回目のルールに則った編集方法で、２回目以降のシ
リーズ番組のバーチャルタイトルを自動的に作成することができる。
【００６６】
　バーチャルタイトルを利用すれば、リアルタイトルを残したまま、自動的に編集された
内容を再生することができる。シリーズものの番組では、１回目の編集で特徴点データお
よびその付加情報を登録すれば、次回以降は、それら情報によって、自動的にバーチャル
タイトルが作成される。次回以降に最適でない箇所があったときなどには、さらにバーチ
ャルタイトルを編集しても良い。
【００６７】
　記録または再生中のタイトルを編集して、バーチャルタイトルを作成し、作成したバー
チャルタイトルによる再生を行う場合、ＣＰＵ１９は、バーチャルタイトルの時間情報に
従って、映像比較器１０および音声比較器１１からそれぞれ出力されるデジタル映像信号
およびデジタル音声信号を制御する。なお、この制御は、デジタルビデオデコーダ１４お
よびデジタルオーディオデコーダ１５、またはストリーム制御装置５、またはストレージ
デバイス４に対して行っても良い。
【００６８】
　以上説明したように、この一実施形態による記録再生装置によれば、番組の映像特徴点
データを取得してＲＡＭ２０などのメモリに記憶し、記憶した映像特徴点データと記録ま
たは再生中の番組の映像データとを映像比較器１０で比較し、比較により両者が一致する
ポイントを編集ポイントとし、その編集ポイントの情報からバーチャルタイトルを作成す
ることで、放送時間等の変更があっても、記録対象の番組を欠落なく記録できると共に、
バーチャルタイトルによって記録対象の番組前後や途中の不要部分を削除することができ
る。編集ポイントとしたい場面の特徴点データをＲＡＭ２０などのメモリに予め記憶して
おくことで、所望する編集を自動的に行うことができる。
【００６９】
　また、番組の音声特徴点データを取得してＲＡＭ２０などのメモリに記憶し、記憶した
音声特徴点データと記録または再生中の番組の音声データとを音声比較器１１で比較し、
比較により両者が一致するポイントを編集ポイントとし、その編集ポイントの情報からバ
ーチャルタイトルを作成することで、放送時間等の変更があっても、記録対象の番組を欠
落なく記録できると共に、バーチャルタイトルによって記録対象の番組前後や途中の不要
部分を削除することができる。編集ポイントとしたい場面の特徴点データをＲＡＭ２０な
どのメモリに予め記憶しておくことで、所望する編集を自動的に行うことができる。
【００７０】
　リアルタイトルを直接編集せず、バーチャルタイトルを用いるため、映像比較器１０や
音声比較器１１で編集ポイントを誤検出した場合でも、元の状態に戻すことができる。す
なわち、安全に編集を行うことができる。
【００７１】



(12) JP 4380388 B2 2009.12.9

10

20

　この発明は、上述したこの発明の実施形態に限定されるものでは無く、この発明の要旨
を逸脱しない範囲内で様々な変形や応用が可能である。例えば、上述した記録再生装置の
映像および音声データの入出力部の構成は、特に限定されるものではなく、例えば、テレ
ビジョン受像機に内蔵された記録再生装置である場合、映像信号および音声信号をディス
プレイ等の出力装置に直接出力する構造としても良い。
【００７２】
　また、上述した一実施形態による記録再生装置は、ＲＯＭ２１に記憶されているプログ
ラムによって編集を行うとしたが、この編集用のプログラムは、例えば、ＤＶＤやメモリ
カードなどの着脱自在な記録媒体に記録されたものをインストールしてＲＡＭ２０やハー
ドディスクなどに記憶されたものであっても良い。また、編集用のプログラムは、ネット
ワークを介して所定のサーバからダウンロードし、ＲＡＭ２０やハードディスクなどに記
憶されたものであっても良い。また、編集用のプログラムで行う処理は、ハードウェアで
実現しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】この発明の一実施形態による記録再生装置の構成の一例を示すブロック図である
。
【図２】バーチャルタイトルの作成を説明するための図である。
【図３】シリーズタイトルの編集を説明するための図である。
【符号の説明】
【００７４】
　１・・・デジタルインタフェース、２・・・デジタルチューナ、４・・・ストレージデ
バイス、６・・・地上波チューナ、１０・・・映像比較器、１１・・・音声比較器、１９
・・・ＣＰＵ、２０・・・ＲＡＭ、２１・・・ＲＯＭ、３１，３２，４１，４２・・・映
像データ、３３，３４，３５，３６，４６，４７，４８，４９，５０・・・映像特徴点デ
ータ
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